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　 ジュ エ
リーデザイ
ンをはじめ、
ジュエリー
全般に関す
るディレク
ションから
コ ン サ ル
ティングま
で行うこと
ができる大橋雅廣氏は、ジュ
エリー業界に限らずファッ
ション業界でも活躍する稀有
な存在だ。

　大橋氏は大学卒業後に
ジュエリー業界に入り、現在
46年目。
　25歳という若さで独立し、
ジュエリーの企画制作会社の
㈱トライ・アングルを設立した。
様々な企業のサポートを行い、
国内外の有名ブランドを数多く
手掛けている。その長い歴史の
中で、ディレクターとして通商産
業大臣賞や全日本珊瑚漁業協
同組合長賞、ユーザー賞などを
獲得。ジュエリービジネスにお
けるブランディング戦略、マーケ
ティング領域の知見を活かし、
経営戦略を含めた包括的な提
案も可能で、期待させる効果を
最大化するサービスの提供を行っている。現在はさら
なるジュエリーの今をクリエイトすることを目指し、幅
広く活発な活動を続けている。

　独立当時は、アパレルメーカーが自社洋服ブラン
ドの冠を付けたジュエリーが雨後の筍の様に乱立
していた。
　国内ブランドをはじめ、イタリアやフランス、アメリカ
のライセンスジュエリー、いわゆる百貨店一階の婦人
雑貨カテゴリーのジュエリーの企画製作（ODM）を黒
子として数多く手掛ける経験を擁している。
　その他、ナショナルチェーンのオリジナルジュエ
リーやメジャーシンガーソングライター（加藤ミリ
ヤ）のジュエリー等もODMで多数手掛けた。
　これらの業務と並行してイタリアンジュエリーの
輸入卸しも手掛けており、VICENZA FIERAには

46年間、現在も毎年通い続け、感性も
養っている。

　大橋氏は「イタリアに行けば行くほど、
日本の珊瑚の評価が高いのを目の当た
りにし、それとは反対に日本国内での日
本の珊瑚の評価があまりにも蔑ろにされ
ていることに憤りを感じていた」と話す。

　そんな矢先、今から40年程前に当時
の高知県知事 橋本大二郎氏のミッ
ションにて高知県内の産業復興発展の
ための第３セクター「高知県商品計画
機構」からの依頼が舞い込んだという。
　内容は、立ち遅れていた高知県内の
有力珊瑚メーカー数社のオリジナルデ
ザイン及び制作だった。
　それ迄の珊瑚メーカーは甲府や御徒
町の既存の空枠に珊瑚ルースをただ乗
せるだけの商品で、何のオリジナリティ
も持ち合わせていなかった。
　そこに大橋氏が関わるようになり、各

社が切磋琢磨してオリ
ジナル商品の開発に力
を入れ始めた。
　そして、今日では有力
ブランドと肩を並べる迄
に成長を遂げている。

　大橋氏がプロデュー
スしたブランドの中に
は、バーゼルフェアの
スーパーブランドが立
ち並ぶホールに出展で
きるまでになったブラ
ンドも出てきた。
　そんな珊瑚メーカー
の中で、㈱マサキ珊瑚
が 2 0 1 9 年 2 月に
GINZA SIXのアート
ギャラリー「アールグロ
リュー ギャラリー オ
ブトーキョー」での個
展を開催した。

　インスタレーションを含め総合プロデュースの依
頼を受けた大橋氏は力を注ぎ、大盛況を博すこと
に成功した。
　その後は、㈱マサキ珊瑚と二人三脚にて全国の
時計宝石専門店での宝石珊瑚の単独展を開催
し、小売店に喜ばれるだけでなく、宝石珊瑚の魅力
をユーザーに伝え大いに喜ばれている。

　またその傍ら、宝石珊瑚の認知度を広く浸透さ
せるために、全国各地でワークショップやトーク
ショーを開催して、宝石珊瑚の啓発及び普及に尽力
している。興味のある方は、大橋氏にまで連絡を。な
お、マサキ珊瑚がIJT2026に出展する（No.7－46）。
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　1月14日（水）～17日（土）の4日間、日本最大の国際
宝飾展IJTが、東京ビッグサイト東展示棟で開催され
る。時間は10時～18時（最終日は17時まで）。主催は
RXJapan㈱と一般社団法人日本ジュエリー協会
（JJA）。
　IJTは、新規開拓・売上拡大につながる国際宝飾展
として1月の東京、5月の神戸、10月の横浜と年に3回
開催される。
　1月のIJTは日本最大規模の国際宝飾展で、主催す
るRX社の発表では620社が出展、125万点のジュエ
リーが一堂に集い「実際に見て、仕入れて、学べる」展
示会となる。商品は多岐にわたりライトジュエリーから
高級ジュエリー、ハンドメイドに必要な素材・パーツ・
工具、宝石ルース、鉱物などが出品される。
　仕入や情報収集はもちろん、近年増加
中のSNS販売が可能なインフルエンサー
をはじめ、ハンドメイド作家、クリエイター
の需要も急増中で、宝飾産業へ参入する
絶好の機会の場として注目される。
　来場の3大メリットには、ハイジュエ
リー、ライトジュエリー、ブライダルジュ
エリー、国内ブランド、海外ブランドと幅
広いカテゴリーのみならず、出展社イチ
オシのIJT限定商品、催事に最適な企
業、多彩な素材・パーツ、二次流通品な
どが多岐にわたること、効率の良い会場
構成などが業界の活性化に繋がる大
切な展示会の在り方がある。
　昨年の来場者数は4日間で20,429
名（初日8,297人、2日目4,538人、3日
目3,863人、最終日3,731人）。出展社
数は20カ国から650社が見込まれた
が、前回の619社を越えられず610社
に留まった。
　会場では、SNS販売などのバイヤー
で盛り上がっていたようにも見えたが、
来場者の質には変化が見られている。
既存の小売店の来場は減り、変革期を
迎えている。それでも2万人が訪れてい
ることから、宝飾ビジネスに魅力を感じ
る国内の新世代などが含まれ、ライ
バーでもなく既存の小売店でもない新
規を捉えている出展社が徐々に売上を
伸ばしている傾向も見られる。
　IJTから離れる企業があれば、継続
企業、新規参入する企業があるように、
移り変わる現状を、新規獲得の場として
RX社は提供を続けてきた。「作りたい！
が広がる―見て、仕入れて、学べる4日
間―」とうたう宣伝ページをIJTとは別
で作っている。さらに海外への販路拡
大に向け超有力海外バイヤーをRX社
は特典付きで特別招待。ソーシャルバ
イヤーやライバー、国内の海外バイ
ヤーが目立ち過ぎているため、宝飾ビジ
ネスを模索する異業種や個人などが影
を潜めてはいるが、彼らは確実に力をつ

け始め、徐々に頭角を現し始めてもいるのを見れば、
2026年度は新たなビジネスを提案する異業種や個人
が開花することに期待が持てそうである。
　アジアが中心のライブ販売は、イベント会場での販
売が通常よりもよく売れるということで注目され、定着
し始めているようだが、実際に国内のSNS販売も売上
は上昇傾向にあり、市場活性化は多角的に動き出して
いるのが現状と言えよう。地金や素材の高騰でモノづ
くりへの影響はあるものの、それ以上に潤っている面が
多いのも否定はできず、業界としてはそろそろ攻めに転
じる時期に来ている。
　ダイヤモンドは長い間販売され続けてきたが、国内
の消費者はダイヤモンドに関する知識は低いままだ。そ
のため激しい価格競争に陥り、様々な課題にも直面し

ている。商品の差別化においても競争
の優位性を得るのが難しく、販売員と
のコミュニケーションにも労力を費や
し、消費者の理解不足から信頼関係の
構築にも問題が生じている。
　近年宝飾市場においてラボラト
リー・グロウン（合成）ダイヤモンドの流
通が急速に拡大していることを受け、1
月14日11時～12時には、宝飾用合成
ダイヤモンドの基礎的な知識を整理す
るとともに、最新の市場動向や技術的
進展についての説明をGIA Tokyo
（同）Identification（Diamond）シニ
アマネージャーの小竹翔子氏がGIA
Tokyo合同会社主催セミナーの「ラボ
ラトリ・グロウン（合成）ダイヤモンドの
最新トレンドと鑑別のポイント」の中で
解説。さらに、GIAによる新たな合成ダ
イヤモンド関連サービスについても紹
介する。
　さらに、1月15日12時～13時＝日
本宝石協会主催によるセミナー「美し
いインクルージョンの成り立ち」を国立
科学博物館理学研究部研究主幹の門
馬綱一氏が講演する。
　1月16日11時～12時＝日本ジュエ
リー協会主催セミナー「その宝石の呼
び方、鑑別書と違います！」―宝石の名
称を正しく理解する―をJJA宝石委員
会委員／㈱中央宝石研究所リサーチ
室部長の北脇裕士氏が講演。
　1月16日13時5分～14時5分＝JC
検定2級試験対策セミナー「販売セミ
ナー」をJC検定1級資格者の前田妙氏
が講演。
　1月16日14時15分～15時5分＝
JC検定2級試験対策セミナー「製造・
商品セミナー」をJC1級資格者の岡本
有紀子氏が講演。
　1月16日15時15分～16時5分＝
JC検定2級試験対策セミナー「素材セ
ミナー」をJC1級資格者の星野壽江氏
が講演。
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